水田裏作麦圃の雑草防除に関する研究　第4報　CIPC, CMU, PCP, 石灰窒素, その他の除草剤による雑草防除について by 笠原, 安夫 & 定金, 章
水田裏作麦聞の雑草防除に関する研究第4智






文献例・・・・…・・・・・・・・・・・…・・H ・H ・...・・・ 88
1.緒除草剤の小麦全面発芽前処理
(権試験)
1.第1図(1955-6)試験・H ・H ・H ・H ・.'.~・ 93





3.全面発芽前処理(1955-的...・H ・.， 108 
V.小麦の不整地播栽培における諸除
草剤処理(園場試験)
1.溝切り矯法の雑草防除・H ・H ・.・H ・.. 111 
，.緒
次







の種類および雨量との関係 H ・H・... 121 
5.殺菌土と無殺菌土における薬効の
持続・H ・H ・...・H ・...・H ・-…....…..126 
6.土壊中の毒力持続・H ・H ・...・H ・-…・ 128
W.考察…….....・H ・...…-….130 
唖.摘 要・H ・H ・-…...・H ・-…・・・ 135
文献…........・H ・.・H ・-…・ 136
言
作物の栽培管理中で，除草作業を節減，省略することは，農業経営を合理化する上に非常に








をその都度報告してきた.この第 4 報は 1955~7 年仁行った試験成績で， CIPC， CMU， PCP， 













r一一一¥.I 1 _..CH3 
CMU monuron Clイ }Nー心-Nく、一J 、C拘
即ち 3-(p-chlorophenyl)-l， 1-dimethylurea はアメリカのDupontで合成され， 1951年に
新除草剤として紹介された.本剤は P-chlorophenylisocyanatとamine の反応でつくられ，
ぺγゾー ル核に1つの塩素を置換した phenylsubstituted ureaである. また置換基の2つある
3-(3， 4-dicblorophenyl)ー1，1-dimethylurea (OCMU， diuron)，および NにCH3とC，H9
が結びついている 3-(3，4-dichlorophenyl)一1-methyl-1-n-buthylurea(DBMU， neburon)と
置換基のない 3-(phenyl)ー1，1-dimethylurea (PDU， fenuron)などの誘導体も，また新しい
土壌不毛剤として紹介されている.fenuronは室温で 29∞p.p. m.溶け，降雨， ~種甑水で容
易仁土中に透過するので雨量中位，または乾燥地帯で使用され，カシサス州では1950年からセイヨ
ウヒルガオの駆除によい成績を牧めている (Sharp et al. 1953). monuronは250Cで230p. p. 
m.とけ，工業用地や普通の雨量条件の農耕地で用いられ，これらの尿素系除草剤のうちで最も殺
草力が大きしI'， diuronの溶解度は 42p. p. m.で工業用地や高い雨量地帯の農耕と果樹園に用


























Bucha and Todd (1951)らは植物ホルモン物質について研究中に CMUを合成したという.
この CMUは多〈の植物に著しい殺草作用のあることを見出した. トマトは CMU0.05 %液で3
日後から徴候を現わし， 9~14 日後に枯死する.ヒメモロコジの幼植物は 0.5 %液で最初の5日
聞は異常がないが，その後反応が現れ， 14~24 日後に枯死した.繁茂中の多年生植物は 7~10




VVoodford (1953)の報告によれほ， Oxfordで最初は非耕地で CMUの1ヱー カー 当り20
~60 ポッドと TCA の 50~150 ポγドとを施用して比較したところ， 最初は TCAの影響が多い
が，後にはCMUが極めて強い殺草力を現わした.撒布から2ヶ年後の観察では， CMU20ポッド
区を除いて，他はコヌカグサ，ハイキγポウゲなどは少しも発生せず， 35~60ポγドの処理区では5~
66 %の地区が裸地となった.また耕地で発芽前処理として CMU 反当り 0.125~4 ポソドの範囲
で6投薬区を設け，各種の作物で実験し，感受性を5段階仁分けて観察したところ，一般に大き
い種子の蚕豆，工γドウなどが抵抗性があり， 2 番目はゾJ~， 大変， 3番目はライ麦，小麦，4番
目はオー ト，ルー サγで， 最も感受性の強いのはクローパーであった. これは単に覆土の深さによ
る保護だけではなく，薬剤の選択性を示すものであり， 発芽前処理は1ヱー カー 当り 1/2ポシドが
適当であるとした. Roberts (1953)は畑仁生育している雑草ではナズナ，スズメノカタピラなどが
最も感受性があり， 1ヱー カー 当り0.25ポンド以下で殺され， ついでジロザ， ハコベ， オオツメク
サ，ノポロギクは0.5ポンド， やや抵抗性のあるのは二ワヤナギで1ポンドを要し， 最も抵抗性が大
きいのはイヌノフグリ類，カラクサケマンで2ポシドの撒布が必要であったという.
Lousta1ot， Muzik and Cruzado (1953)らは CMUの土中効力持続と温度，土壊水分，
土嬢構造，その他との関係をPuertoRicoで実験した.1ヱーカー当り肥沃の砂質嬢土で5ポ
ッド撒布は100Cにおいて豆 (Velvetbean)およびトー モロコシの生育に対して10週間毒性が残
り，また室温 (200~300C) と45 0 Cでは豆には 2 週間， トー モロコジには10週間内に毒性がなく
なった.土壌水分を飽和 (36%)と20%および風乾土の 11%仁したCMUの播種前処理におい








仁研究した.微生物の活力の小さし1非耕地では 1 ヱーカー当り 20~60 ポンドの撒布は 2~3 ヶ
年後も毒性が残った.空地処理として 1 ヱーカー当り 1~2 ポンド処理し，更に 1 ヶ年後再処理
後 4~8ヶ月の内で植物毒性は残らなかった. きわめて揮発性の小さい CMUは土中仁おいて機
発による消失は考えられない，また実験室で透過性の大きし、土での試験では透過lこよる消失が示さ




Li1lie and Aldrich (1956)はmonuronを土嬢仁撒布しておいて.6イツチごとに36インチの
深さまでの土擦をとり，加水分解によって m∞nronを検出し，その移行深度を測定した.その結
果.1 ヱーカー当り 10~100 ポンドの撒布lこおいて monuron は表層下4イツチ以下lこ移行するこ
とは極めて僅かであった.
Normand (1955)はガラス室と畑でいろいろの除草剤を用いて棉の生育反応を見た.monuron 







Day et al. (1957)は尿素系除草剤は有機物の多や土壌では効果が少やという.
Thompson (1957)はmonuron，diuron，および fenuron を 1 ヱーカー当り 1.5~3ポシドと
その他を工γドウの播種後に撒布した. その結果， fenuronは著しく害を与え， 一方 monuron
の3ポンド撒布は減収したが1.5ポンドでは減牧しなかった.また diuronは少しも害がなかった.
monuronとCIPCのニソジγの発芽前処理として1ヱー カー 当り4ポンドの使用は除草成績がよ
かったが， TCA の 1 ヱーカー当り 10~20 ポソドは減牧した.
Sheets and Crafts (1957)は4種の尿素系除草剤を風乾土lこ0-8p. p. m.与えてその毒
作用を現わす濃度と土中の残余毒性の期間を調べた.それ仁よると， 4除草剤とも実験着手前に
殺菌した土が殺菌しない土より早〈毒性を失い，また湿土は乾土より早く毒力が消失した.殺菌
土の観察で毒性低下の1慎位は monuron，fenuron， diuron， 3-(3，4-dichlorophenyl)ー1-me-




Muzik et al. (1954)は monuronは根には比較的毒性がなく， また植物体を殺す仁十分の
(90) -4ー
monuronを含んだ水耕液で切断した根は数ヶ月生育したという.






















き，野生大根， 1年生の広葉雑草を選択的lこ殺すことを認めた.また Hanceも同年仁 PCP-Na
が亜枇酸ソーダ，塩素酸ソーダと同様仁普通の除草剤として作用があるとやった.
Crafts and Reiber (1945)仁よれほ， Raynorが1941年仁 PCP-Naをムギクサを主とした雑
草群に撒布したが，殺草は失敗した.その後亜枇酸および塩素酸ソーダなど仁 PCPを混じて殺草
カを比較した.PCPとの混合割合を 10: 0， 8: 2， 6: 4， 4: 6， 2: 8， 0: 10のよう仁したと
ころ，混液はそれぞれの単液よりも殺草力が大きく，またどれも大体同じ殺草力を示した.なお，
PCPのNa越正よりも NH4塩が約2倍の毒性があったという.
Van der Zmeep， and van Staalduine (1955)は園芸作物の雑草に各種の除草剤の発芽前
処理を行った.その結果 PCP(10 %の oi1乳剤〉を水 150-1∞Ol仁溶かし， 1ヘクター ル当
り30-401の撒布は玉葱，エンドウ，ビート畑でよい成績が得られた.また dwarfbeansの発芽
前処理は monuronがよい成積を示した.
Blackett (1957)は， PCP 1ヱー カー 当り 8-12ポンドの発芽前処理はチュー リツブ， スイ
セγ，グラジオラス畑で害がなく，球の大きさは変らず減牧もなく，すぐれた雑草防除効果を示した
が，水量は1ヱー カー 当り少なくとも 50ガロンの撒布を必要とするという.
Wo吋 andHowied (1957)は，チュー リツブとスイセンの発芽前処理lこ1ヱー カー 当り CIPC




を行った.その結果 PCPの1ヱー カー 25ポシドの処理が雑草防除仁効果最も大きく，大豆は立
毛も牧量にも害がなかった.














育は無処理と大差がない.CMU反当り 75gでは0.5cm区は PCPよりやや不良， 1.5cm以上
では PCPと同様にほとんE薬害がなかった.麦類の沖積土での試験では， PCP反当 1kg使用の
覆土 0.5cm区で発芽生育が無処理区より劣ったのみで，その他では無処理と大差がなく， CMU 
反当50gは各覆土区とも発芽は無処理と大差がなかったが，その後の生育は覆土の浅い区ほど不







して 1~2 日間で，湛水中では 750-1000 倍液で 2~3 日で浮草が枯死し，水稲は 1000倍液
で何等障害がなかったことを報告した.
























除草区1∞に対して CIPC反当り 10ふー 200cc(有効成分約50-100g)は76-128%， 








1 .第 1 回 (1955-6年〉試験





各区とも3区制である. 撒布当時の土壌水分はI地区19.8% (容水量の37.5%)， I地区
第 1表 撒布除草剤名及び波度分量(各薬剤とも成分量漫度)
CMU 反当 25a(0.01，3 6 CIPC 反当 7; (O.cm 
" 50 (0.02) IJ 100 (0.04) 
IJ 75 (0.03) 1 125 (0.05) 
1 100 (0.04) IJ 150 (0.06) 
PCP 5∞(0.2) SA 60∞(2.4) 
1 1000 (0.4) 1 9脚 (3.6)
" 1500 (0.6) IJ 12∞o (4.8) 
" 2000 (0.8) 対照 (無撒布)
-7ー (93) 
24.5μ(46.4%)， III地区29.7%(56.2%)であった.各区とも 2権とし， A区は薬剤撒布





試験成績 各区の雑草発生は第1図のようである. 第 1図のA区は各期の雑草生存教を
示し， B区は2月2日に雑草を手取し，以後3月7日， 同31日， 5月23日の毎回抜取り調
査したので各期間内の発生数を示した.この試験期間中 1月下旬より 12月は可成り乾燥してや
たが，翌年は1月仁4回の降雨で76.9mm，2月も同じく 4回で 16.3mm，3月は95.0mm，











育したためである. 小麦の薬害については， CMU lOOg， CIPC 150g， SA 12kgのよう仁撒布量
の多い区は発芽が低下したが， それより少量区は無撒布〈対照〉区と大差がなかった.小麦の各
期の生育〈草丈， 茎数〉仁ついては前記薬害の出た区を除いて手取しているB区が雑草量の多。A区よりも生育がよく〈第2，3図)， 茎数は無撒布区と比較して4月1日までは薬害区を除い
て大体同じであった. しかし， それ以後は急仁低下し， 特仁A区の無除草区は雑草が多いためにそ
の低下が著しかった. 6月8日仁おける茎数では A区は PCP1 kg区が最大， 無除草区が最少
であり， B区は PCP1.5kg 区が最大， CIPC 150gが最少であった. 草丈ではA区は PCP
1.5kg区が最長で， CMU l00g区が最も短かく， B区は PCP2kgが長く， CIPC 150g区が短
かかった.また，各区の1拒当りおよび1株当りの小麦の総重，穀重は第3表のようで， 薬害のた
め仁発芽が低下した CMU1∞g， CIPC 150g， SA 12kgの各区を除けばB区〈手取除草〉が
A区〈無除草〉より多かった.
この試験の成績中より小麦の総重，穀重，雑草の風乾重の分散分析は第4表である〈その計
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以上，雑草の防除効果がかなりよく，小麦の牧量の低下のない区は， CIPC 75. 1∞g， CMU 
の25，50gなどである.また，穀牧仁およほす影響は専ら薬害に左右せられるものと思われる手取除
草したB区において， CIPC 125g， CMU 75g区も除草区 (Cont.)より有意の減牧がないので，



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り25，50， 75g， CIPC 75， 100， 125g， PCP 50g， 1. 5， 3 kgの割合で撒布した. 3区制で
撒布当時の土壌水分はI区25.3% (容水量の50.6%)， I 区25.5%. (同 51%)， III区
26.4 % (同52.8，のであった.施肥は12月21日仁反当り硫安60，過石40，題化20kg，3 









た CIPC75-125g， CMU 50-75g区は1回除草した区よりも雑草量が少なし，'. 一方，小麦の
牧穫物調査によれば(第6表)， CMU 25gとPCP5∞g， 1.5kg並びに無除草区などは牧量







土壌状態は， 2， 3目前の20，21両日lこわたり 26.3mmの降雨があり，よく湿っていた. したが
って，堆肥を被覆した上仁2，3cm覆土したが，その上を鎮圧はしなかった.薬剤l処理は小麦媛
種の2日後の11月25日lこ所定量を坪当 1の水に溶解し，播講の部分として約 21cmの巾仁小
型スブレーで均ーlこ撒布した. 試験区は反当り CIPC75， 150g， CMU 25， 50g， PCP 0.5， 
1.5kg， SA 9， 12kgの8区ι対照として，除草，無除草区を設けた. 1区は7.44m2(2.25 
坪)， 3区制とした.なお，中耕除草は谷溝のみを12月22日， 2月21日の2固と， 4月 16日
に中耕土寄をした.播溝は4月12-16日lこ雑草調査のため全区抜取除草した.肥料は 12月5
日lこ反当り硫安 11.25kg，過燐酸石灰28kg，塩化加里 15kg，2月8日に反当り硫安 18.75kg， 
3月 16日lこ反当り硫安 15kgをそれぞれ施した.雑草は 12月24日， 1月9日， 3月22日の3
回は，各区とも矯溝を約 15cm巾， 61cmの長さ，約918cm'( 1平方尺〉聞の本数調査を行し¥








ょで 12 月 24 日 1 月 9 日 3 月 22 日スズメノ その他 計 スズメノ その他 計 スズメノ その他 計テツポウ テツポウ テツポウ
CIPC 75g 42 27 69 27 17 44 26 11 37 
" 150 30 33 63 18 25 43 22 12 34 CMU 25 112 87 199 96 74 170 80 40 120 
" 50 63 62 125 44 49 93 46 22 68 PCP 0.5kg 80 64 144 67 50 117 81 30 111 
" 1.5 53 36 89 33 22 55 72 25 97 SA 9.0 61 73 134 138 103 241 76 58 134 
" 12.0 44 29 73 65 36 101 52 29 81 無撒布(除草〕
グ (無除草〕 110 117 227 99 83 182 92 38 130 
備考:0.28mzの雑草発生本数を示す
第 9表 整地矯栽培における播溝発芽前処理の雑草発生数 (1955-6)
.\酎~抱占項\恩 4月中旬結草本政 岡鼠 ~4・.量 (g)
スズメノヤエノミノ スズメノ
抑制ムグラフスマその他 計 1品比テツボウその他 計 1∞弘
CIPC 75g (19 4 114 関 627 32.4 106.2 7.0 113.2 37.6 '‘ 
" 150 343 5 140 104 592 30.6 102.5 5.2 107.7 35.8 CMU 25 983 8 439 371 1801 93.0 275.4 16.3 291.7 96.9 
" 50 647 4 342 209 1202 62.1 189.1 9.0 198.1 65.8 
PCP 0.5kg 915 6 418 208 1547 79.9 248.3 13.0 261.3 86.8 
" 1.5 872 。308 282 1462 75.5 240.5 10.1 250.6 83.3 SA 9.0 751 11 330 264 1356 70.0 243.9 13.1 257.0 85.4 
" 12.0 608 22 302 211 1143 59.0 215.2 10.5 225.7 75.0 
無撒布(除草〕 95 。 28 211 334 17.2 27.6 4.3 31.9 10.6 
" (無除草〕 1357 5 448 127 1937 1∞.0 287.7 13.2 3∞.9 1∞.0 
備考:約4.1mー の雑草発生数量を示す.雑草本数の L.S. D. (0.05) = 165本.同 (0.01)=227本.
雑草風乾重量の L.S. D. (0.05) =33g.同 (0.01)=45g
第 10表 整地矯哉培における播溝処理の小麦の発芽，牧量(1955-6)
ぶよf発芽始発芽揃源説 宛歩芽合 出電車期 総重 1ω分比叡霊 1∞分比
1/.5 1∞% .0 ft脳 3 '‘ 258d 106.4 '‘ CIPC 75g 1鈴 133 104.5 
" 150 2 5 136 136 1∞.0 2 8630 104.4 2475 102.1 CMU 25 2 5 134 129 96.3 2 8630 104.4 2430 1∞.2 
" 50 2 5 134 131 97.8 2 8450 102.2 2340 96.5 PCP 0.5kg 2 5 132 129 97.7 2 8500 102.8 2420 99.8 
" 1.5 2 5 136 135 99.3 2 8510 102.9 2410 99.4 SA 9.0 2 5 133 132 99.3 2 7870 95.2 2195 90.5 
" 12.0 3 6 134 128 95.5 2 7580 91.7 2130 87.8 無撒布(除草) 2 5 2 8270 1∞.0 2425 1∞.0 
" (無除草〕 2 5 133 132 99.3 2 7990 96.6 2265 93.4 
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験区は反当り CIPC75， 150g， CMU 















































牧量を大きく低下させるほど雑草が発生しなかったといえる.ところで， CIPC 150g， CMU 75g両
第 12表 整地矯栽培における播溝処理の小麦の牧量(1956-7)
£示lf 株数 1∞同分比 総重 1∞同分比 穀重 100同分比
CIPC 75g 199 99.0 '‘ 22.k9 ば 94.6 世 9160& 92.8 '6 
I! 150 194 96.5 23.0 95.0 9197 93.2 
CMU 50 201 1∞.0 23.8 98.3 9713 98.4 
1 75 199 99.0 24.3 100.4 9906 1∞.4 
PCP 1.5kg 201 100.0 23.9 98.8 9671 98.0 
1 3.0 2∞ 99.5 24.5 101.2 9900 100.3 
無撒布〈除草) 201 100.0 24.2 100.0 9870 100.。
(無除草) 201 1∞.0 23.4 96.7 9636 97.6 


































試験区は反当り CIPC75， 150g， CMU 25， 50g， PCP 0.5kg， SA 9， 12kgの各区を，小麦
生育の後期に雑草調査のため抜取除草する以外は全然土を動かすことをしない区 (A)(ただし陛
溝の部分は中耕除草をした〉 と，抜取除草後中耕土寄した区 (B)どをつくった.それに対照無
撒布として無除草区と 4回(12月20日， 1月20日， 3月10日， 4月 10日〉中耕除草区と
を設けた. 1 区は 6.6m~ (2坪)， 3区制とした.中耕除草は畦溝のみ全区 12月15日， 2月24
日， 4月10日の3回行い，播溝と2作条聞の畦聞は4月12-16日に抜取除草した.施肥は前
述した播講発芽前処理，その1 (1955-6)試験と同様である.雑草は 12月24日， 1月9日，
3月22日は畦，株間各々を1区当り 920cm2( 1平方尺〉の本散を調査し， 4月 12-16日仁
睦，株間各々を 1区当り約 0.37m2の雑草を抜取り，本数と風乾重量とを調査した.
鼠験成績 雑草発生数と小麦の発芽，牧量の調査結果は，第 13-15表第6，15図の
如く， CIPC，SAの雑草防除効は撒布当初よりあらわれ， 比較的長く持続し， 少くとも 4月中旬
頃まで雑草の発生を阻止している.また CMUは一応幼雑草を生じてから殺草するが PCPはこれ
とは逆に初期の雑草発生を防止する. しかし次第仁雑草の発生数を増加してくるので防除効果が少
なかった. 小麦の牧量で中耕除草区仁比較して有意の減牧となったのは SA9， 12kg， CIPC 
150gの3区で，それ等は薬害が大きく，欠株が多かった.









ぷ:12 月 24 日 1 月 9 日 3 月 22 日株間畦開 株間畦間 株間陸間計 計計スズメノその他スズメノその他 スズメノその他スズメノその他 スズメノその他スズjノその他
テツポウ テツポウ テツポク テツポ~ テツポク テツポヲ
CIPC 75g 12 77 15 83 187 4 53 6 71 134 1 48 10 46 105 
。150 1 57 4 50 112 。39 。39 78 。21 1 20 42 
CMU 25 326 156 478 216 1176 212 98 378 194 882 51 97 181 123 452 
1 50 1∞ 45 335 88 568 42 39 161 53 295 3 13 19 29 64 
PCP 0.5kg 90 51 322 73 536 81 36 306 56 479 73 92 335 113 613 
" 1.5 71 38 74 57 240 67 37 73 46 223 42 41 274 34 391 
S A 9.0 10 35 66 89 2∞ 26 38 57 72 193 16 20 43 28 107 
汐 12.0 13 25 46 37 121 15 28 35 47 125 5 13 28 17 63 
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鼠験方法 前作水稲を畦間 41cmの並木植栽培としておき， 11月5日に刈取り，矯種
前処理区は翌6日に除草剤を撒布した.小麦の栽培は畦間 82cmとするため， 水稲の畦聞を
1つおき仁約30cm 巾に除草剤を撒布した.供試除草剤は反当り CIPC75， 150g， CMU 50， 













の両側を鍬で浅く削り出す除草区を設けた. 各試験区は1区当り 5.3m2 (1.8坪〉の3区制j
















































































































































備考;0.55m'の雑草発生数量を示す.3月13日雑草本数の L.S. D. (0.0め=43.9本，同 (0.01)







~処~理~方1法-------項-------目 株数 1∞同分比 総重 1∞同分比 穀重 1∞同分比
'‘ 7k.a 6 
鴨 z 
55.3" CIPC 75g 96 86.5 57.1 2986 
翌 " 150 46 41.4 3.5 26.3 1276 23.6 播|日 CMU 50 110 99.1 13.0 97.7 5343 98.9 
調書 " 75 111 100.。 12.5 94.0 5073 93.9 
種1・石灰窒素 37.5kg 111 1∞.0 13.5 101.5 5463 101.2 
前〈 " 56.25 110 99.1 13.7 103.0 5529 102.4 
CIPC 75g 111 1∞.0 12.9 97.0 5210 96.5 
" 150 110 99.1 13.2 99.2 5319 98.5 
CMU 50 111 1∞.0 13.2 99.2 5427 1∞.5 
H 75 111 1∞.0 14.0 105.3 5653 104.7 
石灰窒素 37.5kg 110 99.1 12.7 95.5 5195 96.2 
" 56.25 111 l∞.0 12.5 94.0 5124 94.9 
75g 109 98.2 11.1 83.5 4511 83.5 
育克 H 150 108 97.3 10.3 77.4 4127 76.4 
初二 CMU 50 111 100.0 10.7 80.5 4347 80.5 
期E理グ 75 111 100.0 9.0 67.7 3651 67.6 
無撒布(首IJ出し除草〉 111 1∞.0 13.3 100.0 54∞ 100.0 
" t無除草〉 111 1∞.0 10.6 79.7 4362 80.8 























多少についてかなりよい成績を牧めた 供試した除草剤は，反当 CIPC75， 150g， CMU 50， 
75g， NaOCN 1. 5， 3kg，石灰窒素 37.5，56.25kgであるが， NaOCN 1.5kg区は雑草の発生
が著しく，無除草区と差がなかったため調査より除外した.
民験成績 第 18表によれほ， CMU， CIPCの殺草効果は大で，とく仁， CMU 75g， 























































































































































VI.麦の発芽前処理におけl>CIPC， CMU， PCP 
などの特性に関するポット鼠験
著者らはさきに CIPC，および SA(スルフアミン酸アツモシ〉の特性に関するポッド試験を行った
結果，国土は覆土の厚さ 1cmでは CIPC反当り 200g撒布で小麦の発芽生育仁大害があり，















鼠験方法 (1955-6)直径 l&mのポットに水田土の乾土 4kgを入れ11月23日lこ1
ポットを2分して小麦と裸麦を別々に50粒播種し， 翌日 1，2， 3， 4cmの深さ仁田土で覆土を
した.そのうち 1cm覆土のみは2区っくり， 1区には麦粒にその1/200.，1/3∞量の活性炭をまぶ
して播種し，その翌日仁 CIPC1∞g， CMU 50g， PCP 1kg， SA 7. 5kgを撒布した.なお，ポッ
トU土自然降雨の他に 28mmの雨量仁相当する水を5固に分けて潜水した.
鼠験成績 各除草剤の1ポット当りの雑草発生の状況は第7図仁見るように最初はCMU
区は無撒布区とほとんど同数発生し， CIPC区 160 
はその約半分であるが， 日時の経過とともに枯







厚さを 1，2， 3， 4cmとした場合の各除草剤 さ
と小麦，裸麦の発芽との関係は第8図a，bの
如くである.小麦は裸麦より覆土を厚くしても













無撒布 CIPC 100g CMU 50g PCP 1kg 
四ー一ー 情性:lItl個
ーー ーー -.活性炭E個
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25ト / / ." / / / "， / / / / / 
」
12.3 12.6 12.15 12.3 12.6 12.15 12.3 
月日
(b) 裸 麦(セトハダカ)
無撒布 CIPC 100g 
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12.3 
月日
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第 1回試験方法 (1白5-6) 1955年12月10日lこ直径13.5cmのポットlこ田土(容水量52.8%)
の乾土1.5kgを入れ， 土壌水分が容水量の30， 58， 84 %になるように水を注加調節した.
同日にスズメノテツポウを約 200粒播き， 2日後に小麦を 50粒播種し， 覆土を 2cmしてガラ
ス室内に入れた. 7日後の 19日仁はすで仁小麦の一部が地上に萌芽し始めたので， さらに乾
土 50gで覆土した(しかし 1.，5mm位出ていた小麦もあった).このよう仁してから同日LこCIPC





水1 " 200 
分ICMU 75 
301 PCP 1500 





581 PCP 15∞ 
%1 SA 9000 
対照
I CIPC 100 
水I " 200 
分1CMU 75 
841 PCP 1500 

















草丈短く，葉先褐色ー ー + 
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34.5 34.0 38.5 55.0 15.8 
備考;回，沖積土12月10日小麦矯種，覆土2cm.12月19日除草剤撒布







第1回試験成績 第 19表のように， 小麦仁対しては CMU75gは最初は薬害がなかったが
30%区を除いて84%は1月下旬， 58%は2月下旬から葉先が枯れかかり，その後枯死株が多
くなった.CIPCの100gはほとんど薬害がないが， 200g区は葉巾の広い渦巻状のものを生じた.
PCPは薬害はなく， SAは84%区が枯死株を生じ， 30， 58 %区は枯死はないが生育が劣った.
第2回鼠験方法 (1956-7) 前年と同じポットに 1956年12月1日に田土(容水量50.3%) 
1.7 kg，畑土(容水量43%) 1.5kgを入れ，土壌水分が容水量の31， 58， 84 %仁なるように
水分を調節した.同 8日に小麦50粒を播種し，あらかじめ約 100粒のスズメノテツポウを混じた土
壌で，厚さ 2cm仁覆土した. 播種から4日後に CIPC反当り 75，150g， CMU 37.5， 75g， 
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第1回鼠験方法 (1955-6) 直径 13.5cmのポットに乾燥した国土〈容水量52.8%)1.5 
kgを入れ， 土嬢水分は容水量の50%仁なるよう注水した. 1955年12月13日lこ小麦を1ポッ
ト当り 50粒矯種，約200粒のスズメノテツポウを混ぜた土で 2cmの覆土をした. 7日後の20日
(小麦の一部は1-5mm位地上lこ新芽していた〉仁 CIPC反当り100，2∞g， CMU 75g， PCP 
1. 5kg， SA 9kgの割合で小型スブレーで撒布した.1週間に3回(，2日おき)， 5， 10， 20mmの
降雨量lこ相当する水を撒水し， 1月16日までガラス室内仁おいて雨仁あわせないよう仁した.それ以
後は網室下で自然降雨仁あわせ，文2回の撒水をなした.12月30日， 1月16日， 6月9日仁小
麦および雑草の発芽，生育を調査， 12月31日， 1月31日， 2月28日仁小麦の薬害を調査した.
















1 月 31日31a 
CIPC 剛造占下蜘状，伏臥
2∞ ν 下業渦状， 2，3業
褐色
降雨ICMU 75 正常下3葉少し槌色




































I CMU 75 降雨l














32.5 32.5 36.0 64.5 18.0 
" 200 1/ 1/ 1/ + + 
I CMU 75 正常草丈短〈下6業縄草丈短<，下業枯
降雨j 色枯れる れる
20mmJ I PCP 15∞小書下1糞褐色 下業の先端褐色 ー ー ー ー + 
SA 9(削 M 草丈短い 草丈短く，生育不良ー ー + ー + 
対 照正常正常 正常 39.5 38.0 40.0 58.1 17.8 
? ? ? ?




降雨 5'mm 降雨 1伽nm 降雨 20mm
潟品目 3月6日 射絹 3月刊 誌E認 3月6日
両元鵡草丈謹元元獄草丈謹元元説草丈謹
率 調院 本 { 岨D I 事 ..本 副司~ .1 本 * * cm 1 
+ー司ーー+ー+ + + +ー + +ー+CIPC 75g 
グ 150 + 
CMU 37.5 + 
グ 75 + 
PCP 15∞ 
"ー + + + -1+ ;-件 -11-
+ + + + + 
+ + + + + + + 
1/ 3C削朴+ +ー+ -1+ + +ー+ -1+ + +ー+




回の搬水を行った.12月29日， 2月16日仁小麦の発芽， 生育本数を， 3月6日に各ポットの
茎数，草丈，生重量を調査した.
算2回斌験成績 小麦の発芽は， CIPC 150g， PCP 3kg区が初期発芽のおくれたため仁
他区より生育が幾分おそく，とく仁 CIPC150gの20mm区の生育が不良であったが，その他の
CIPC 75g， CMU 37.5， 75g， PCP 1.5kgなどはほとんε薬害は見られず，このポット当の生育量
は初期水分の多い方が若干よかった〈第22表).
以上， 2回の試験成績から見て， 除草剤撒布後1週間内仁与えられる 5，10， 2伽nm程度
の雨量のちがいは麦の薬害仁およほす影響仁大差を示さなかった.はっきりしたちがいは只第2回の





1955-6年の鼠険方法 直径 13.5cmの素焼ポット仁嬢土， 砂嬢土，粘嬢土を充し， 11月
25日仁 CIPC1∞g， CMU 50g， PCP 1kg， SA 7. 5kgを撒布， 11月27日10mm，12月3
日6mm，12月4，5日各1mm，6日10mm，計5由仁 28mmの人工降雨を与えた.第1回










いては， CIPC， PCP， SAとも0...2cm層が殆んど 100%の阻害率であるが， 2-4cm以下の層で
は阻害はほとんど，または全くなくなる.CMU 50gでは上層仁おいても小麦仁対する阻害が他より
少なしi'(生育期聞か22日なのでまだ薬害が出ないか1). しかし，砂嬢土ではこれらとちがって，各
除草剤とも深く渉透し， 2...4cm， 4...6cm層でも薬害がでた.一方大根仁対しては CIPCが小
麦より色やや薬害が少なく，他は小麦lこ対するよりも薬害が大きく，各除草剤とも2...4cm層でも













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































。ー.2cm2-4 4-6 0ー22-4 4-6 0-2 2-4 4-6 0-2 2-4 4-6 










.. 39ー (125) 
， ， 
1956-7年の鼠験方法 直径 18.5cmのポット仁田土， 畑土各 4kg入れ， 土嬢水分を容





1956-7年の鼠験成績 第24表， 第10図のごとく， 重量によって阻害度を見れば， CMU 





の移行は回土，畑土共に CIPCが5mm区よりも 20mm区で大きかった， しかしCMU，PCP 
などは両雨量区の間仁はっきりしたちがいを示さなかった.
以上小麦に対する薬害から見て，雨量がー度仁5mmまたは少量ずつ5固にわけて計28mmの
雨量があった場合嬢土では， CIPC， CMU， PCPとも 2.，4cm層以下には渉透がむずかしし従
って薬害がないが， SAは水仁よく溶けるため2.，4cm層以下でも害がある. しかし20mmの雨量
を一度lこ与えれば， 国土では CMU，PCPは害がなかったが CIPCは2.，4cm層でも害が見られ
た畑土lこも大体同じ傾向が現れる.大根に対しては CI陀は小麦と同じか，または小麦よりも薬
害が小さかったが， CMU， PCP， SAなどはともlこ小麦より薬害が大きかった.
5.殺菌土と無殺菌土仁おける薬効の持続 (1955.，6)
民験方法 直径13.5cmのポット仁田土を入れ， 1組は無殺菌のまま， 1組は 12月5日
仁高圧殺菌釜で殺菌し， 1月25.，26日仁それぞれ土壌水分を容水量の50%にし， 1月27日仁
反当り CMU75g， CIPC 150g， PCP 1.5kg， SA 10kgの割合で小型スブレーで撒布，網室仁



















小麦 .タデ ツメタザ.;43fメノ ヤエ ノミ、:1 タdネ，、ツアνチ t テツポウ ムグヲ フスマケナノギF
CIPC 1剖g213-t1車) O.置8(車1) I * おおそ331hあぬくも o?6331153)必&あ
CMU 75 14.5(1) 3.7(2) 0.1(3) 0.8(1) 1.3(2) 6.5 (8) 
PCP 15∞ 43.6(2) 25.0(10) 2.3(1) 6.2(2) 33.5(13) 
SA 1α)()() 39.3(3) 1.8(2) 1.1(3) 11.9(24) 6.4(4) 21.2(33) 
対照(無持政布〉 42.6(3) 3.2(1) 0.5(1) 20.3(22) 13.0(3) 9.2(4) 0.7(1) 46.9(32) 
備考;1月27日小麦矯種，薬剤l撒布. 4月30日調査(薬剤l撒布94日後).殺菌土は全区が4
月初日現在において雑草は全〈発生していないので表から省略した
第 26表 殺菌土と無殺菌土の深度別薬効の持続 (1955-6) 
殺 菌 土 無 殺 菌 土
処理方法 深度 麦 大 根 麦 大 根
主 EE 主要霊童 主要霊童 主要雲 E
風土 -* * 冊 * 刊十 + -* 。 2-4 - ー ー ー*
CMU 75 0-2 * +特 H骨格制 ー + * l¥lII掛l¥lII
か 2-4 -ー+ ー ー ー + 一*
PCP 15∞ 0-2 - * + -Ht ー+ + * + * 
グ 2-4 - ー 『 ー + -ト ー ー
SA 10ぽ狗 0-2 柵 lIf 1¥十 1俳 lIf 紺十 側1¥11- 1¥十 輔|十柵. 1¥十
か 2-4 1¥1ト柵柵 1¥1トlIIIf柵 骨lt -Ht + 側&柵&柵
第岡五弘置JC町田 0-2 * +柵+
ー ー 柵 + 1¥1十件1¥1十-Ht * + 
MU 75 。-2 - + * * 1¥1十州*側側 『 + * * 世|十側lIIIf l¥I 
PCP 15∞ 0-2 ー + + * + ー -* + 
SA 1∞ 0-2 - 一 -_ ー * - 一 + ー + 
0-2 - - 1¥1- + + + 1¥1十一
CMU 75 0-2 - ー +掛+ + 第岡制重量{口PC1田
PCP 15∞ 0-2 + + + +ー ー ー + 1¥1- + * + 
SA 100∞ 0-2 + ー + ー + + 一 + ー
備考;1月27日除草剤撒布，ガラス宣下仁置き第1回は33日後2月29日lこ採土媛種，置床→4月
















民険方法 素焼 9.0cmポットに回土〈沖積土)，畑土〈沖，洪積土〉を 250g宛入
れ， 12月13日lこ各ポット別に陸稲〈また小麦)，大根，クローパ，スズメノテツポウを播き，無


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 28表 播種および除草剤 t散布当時の降雨量
1 月 12 月
4日5-9 10 11-15 16 17-19 20 21-26 27 28-30 4日5-67 8-19 20 21-31 
IGm 
1951年 o 0 0 0 21.6 0 %6.3 0 2.4 0 .0 0 0 0 11.9 0 








1月1日 12.1 1.1 2.1 3.1 4.1 
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雑草防除効果は， CIPC， SA， PCP，は早くから
現われ， CMUは一応雑草が生育してから枯れるよ





























mmの人工雨を与えたとき地表 0-2cm層の回土仁矯種した小麦の薬害はPCP1kg. SA 7. 5kg. 
CIPC 100gで大きく.CMU 50g はそれより少なかった.しかし.2-4cm層では SAと砂壌土
のCIPCを除いた他は薬害がなかった.大根は CIPCでは比較的害が少なし1がCMU.PCP. SA 












用するというが， 以上の試験仁おける CMU.PCP. CIPCなどの殺草経過は前述引用，および
先ι〈笠原その他 1956) 述べているところとほぼ一致した. またそれらの3除草剤の土嬢内移動
については竹怯(1955-57). 井上(1956). Lilie (1956). 荒井その他(1957)および著
者の本課題第3報(1956)仁述べたよう仁壌土では表層また 1cm層， とくに CIPCは2cmの
層まで害があるが他は2cm以下の膚ではほとんど害がなくなる.しかし，砂土では一層深く諸島透する.
(134) -48ー
毒力の持続と土壌水分，温度および殺菌，無殺菌土との関係は Loustalot，et al. (1953)また




























7)諸除草剤の発芽前処理仁おいて，小麦は裸麦よりも抵抗性小さく， CIPC 100g， PCP 1kg 
は覆土が 1，.2cmでは薬害が大きし1が， 活性炭の種子展着は幾分薬害の回避効果があった.しか
し， CMU 50gは1cm覆土でも薬害が少なく，活性炭の添加効果ははっきりしなかった.壌土，
粘壌土では小麦仁対して表層から 0，.2cm層では4薬剤とも 100%の薬害があるが， 2，.4cm以
下の層では殆んどなくなる. しかし， 砂壌土では各除草剤とも 4，.6cm層まで薬害があり，とくに
SA は諸島透が深かった.また雨量の多い場合仁おける CIPCの渉透が深かったが PCP，CMUではは
っきりした違いが現われなかった.
8)覆土を 2cm仁した場合， CIPC発芽前処理は田土の水分30，55 %が80%よりも，畑土
55 %が30，80 %よりも薬害がやや大きく， PCPは土壌水分のちがい仁よる差がなく， CMU 75g 
-49ー (135) 
は発芽直後の処理では薬害が大きし1が，蔚芽以前の撒布は殆んど薬害がなかった.また降雨量を ー
処理後1週間内に 5，10， 20mmにちがえた場合は， CIPC 150gが 20mm雨量で薬害が大き
く，他は差がなかった.
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